
 １１月２２日、宮崎県日向市の肉用鶏農場において、高病原性鳥インフ

ルエンザの今シーズンの国内５例目となる疑似患畜が確認されました。 

これを受け、本県での更なる防疫体制の徹底を図るため、第２回福岡県

高病原性鳥インフルエンザ緊急防疫対策会議を開催します。 

令和７年１１月２５日 

 

第２回福岡県高病原性鳥インフルエンザ 

緊急防疫対策会議の開催について 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 第２回福岡県高病原性鳥インフルエンザ緊急防疫対策会議 

（１）日 時 

令和７年１１月２５日（火） １４：００～ 

 

（２）場 所 

福岡県庁行政北棟５階 農林水産部ミーティングルーム 
 
（３）参加者 
   農林水産省、関係団体、県関係各課、各家畜保健衛生所、各農林事務所 

 

（４）内 容 

１）宮崎県における高病原性鳥インフルエンザ疑似患畜の確認について 

農場所在地：宮崎県日向市 

     飼 養 羽 数：肉用鶏約４.８万羽 

     確 認 月 日：１１月２２日（土） 

  ２）国内外における高病原性鳥インフルエンザの発生状況について 

  ３）高病原性鳥インフルエンザ発生予防対策について 

  ４）県内養鶏場に対する指導の強化について 

 

２ その他 

 国内では、これまで家きん※肉及び家きん卵を食べることにより、鳥インフルエ

ンザウイルスが人に感染した事例は報告されていません。 

※家きん…飼養されている鶏、あひる、うずら、きじ、エミュー、だちょう、ほろほろ鳥及び

七面鳥を指す 

 

畜産課 

直 通：092-643-3498 

内 線：３９９０ 

担 当：中島、深水 

★報道機関の皆さまへ 

  疾病のまん延を引き起こす恐れがあることから、県内の農場や関係施設へは立ち入らな

いようお願いします。 


